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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、設備投資の持ち直しの動きに足踏みが見られ、個人消費の停

滞やアジア新興国等の景気減速による国内景気の下振れリスクが高まっていることから、景気の先行きは不透明な

状況のまま推移しました。

当社グループの主力事業である電力業界におきましては、本年４月から電力小売全面自由化が開始され、異業種

から参入した新規事業者が多様なサービスを打ち出すなど、大きな変革期を迎えました。また電力各社は、原子力

発電所の再稼働に向けた対策工事や、再生可能エネルギーの導入拡大および温室効果ガス削減に向けた火力発電所

のさらなる高効率化など低炭素社会の実現を目指した取り組みを進めてきました。

このような事業環境のもと、当社グループは、さらなる企業の持続的成長を図ることを念頭に、高効率火力発電

所や再生可能エネルギー（バイオマス）発電所の新設、火力発電所の撤去工事および原子力発電所の安全対策工事

を手がけ、これを確実に施工することで、客先との信頼関係を築き、この信頼を基に、メンテナンスエリアの拡

大、補修現場の常駐化、長期保守契約の締結に向けて邁進してまいりました。同時に顧客のニーズに応じた技術開

発の推進、人事諸制度の見直し、次世代を担う人材の育成等に取り組み、さらに継続的な海外事業の基盤作りのた

めに政府のインフラ投資による経済成長が見込まれるインドネシアに子会社を設立しました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高38,682百万円（前年同期比1.0％減）、売

上高37,259百万円（前年同期比7.5％減）、うち海外工事は984百万円（前年同期比37.7％減）となりました。

利益面につきましては、コストダウンの推進による収益力の向上に努めた結果、営業利益3,393百万円（前年同

期比12.3％増）、経常利益3,150百万円（前年同期比1.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益2,400百万円

（前年同期比20.7％増）となりました。

なお、セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

（建設工事部門）

受注高につきましては、自家用発電設備工事等が減少したことにより、前年同期に比べて部門全体として減少し

11,448百万円（前年同期比8.0％減、構成比29.6％）となりました。売上高につきましては、自家用発電設備工事

が減少したことにより、前年同期に比べて部門全体として減少し10,431百万円（前年同期比21.7％減、構成比28.0

％）となり、セグメント利益は396百万円（前年同期比1.9％減）となりました。

（補修工事部門）

受注高につきましては、原子力発電設備工事が減少したものの、産業設備工事等が増加したことにより、前年同

期に比べて部門全体として増加し27,233百万円（前年同期比2.2％増、構成比70.4％）となりました。売上高につ

きましては、事業用発電設備工事が増加したものの、原子力発電設備工事および自家用発電設備工事が減少したこ

とにより、前年同期に比べて部門全体として減少し26,827百万円（前年同期比0.5％減、構成比72.0％）となり、

セグメント利益は4,062百万円（前年同期比8.2％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(イ) 資産

流動資産は、受取手形・完成工事未収入金が2,524百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて

2,028百万円減少し55,377百万円となりました。

固定資産は、建設仮勘定が387百万円および投資有価証券が497百万円増加したことなどにより、前連結会計年度

末に比べて1,018百万円増加し26,359百万円となりました。

(ロ) 負債

流動負債は、その他に含まれている未払金が1,638百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて

1,488百万円減少し19,398百万円となりました。

固定負債は、長期借入金が131百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて159百万円減少し

3,107百万円となりました。

(ハ) 純資産

純資産は、利益剰余金が1,428百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて637百万円増加し

59,230百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想等については、平成28年５月13日の「平成28年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想に変更はありません。

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間より適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備および構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 16,292 15,551

受取手形・完成工事未収入金 28,492 25,968

電子記録債権 3,356 2,891

有価証券 200 -

未成工事支出金 7,878 10,087

材料貯蔵品 5 5

繰延税金資産 520 512

その他 659 359

流動資産合計 57,405 55,377

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 16,226 16,165

減価償却累計額及び減損損失累計額 △10,147 △10,103

建物・構築物（純額） 6,078 6,061

機械・運搬具 10,433 10,148

減価償却累計額 △9,641 △9,182

機械・運搬具（純額） 792 966

工具器具・備品 1,791 1,791

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,653 △1,657

工具器具・備品（純額） 137 133

土地 4,769 4,872

リース資産 491 519

減価償却累計額 △243 △285

リース資産（純額） 248 234

建設仮勘定 360 747

有形固定資産合計 12,385 13,015

無形固定資産 149 150

投資その他の資産

投資有価証券 5,484 5,982

長期貸付金 158 148

賃貸不動産 1,078 1,078

減価償却累計額 △693 △701

賃貸不動産（純額） 385 376

繰延税金資産 293 221

長期性預金 5,300 5,300

その他 1,282 1,254

貸倒引当金 △96 △90

投資その他の資産合計 12,806 13,193

固定資産合計 25,341 26,359

資産合計 82,747 81,737
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 6,224 5,281

電子記録債務 6,253 7,108

短期借入金 111 59

リース債務 128 117

未払法人税等 1,078 1,306

未成工事受入金 2,628 2,593

賞与引当金 797 982

役員賞与引当金 144 69

完成工事補償引当金 56 59

工事損失引当金 285 158

関係会社整理損失引当金 130 130

その他 3,048 1,532

流動負債合計 20,886 19,398

固定負債

長期借入金 580 449

リース債務 166 165

繰延税金負債 4 4

退職給付に係る負債 2,365 2,355

その他 149 133

固定負債合計 3,266 3,107

負債合計 24,153 22,506

純資産の部

株主資本

資本金 4,000 4,000

資本剰余金 4,799 4,799

利益剰余金 49,372 50,800

自己株式 △1,728 △2,647

株主資本合計 56,443 56,953

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,730 1,824

為替換算調整勘定 △159 △149

退職給付に係る調整累計額 36 26

その他の包括利益累計額合計 1,607 1,700

非支配株主持分 542 576

純資産合計 58,593 59,230

負債純資産合計 82,747 81,737
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 40,289 37,259

売上原価 34,198 30,526

売上総利益 6,091 6,733

販売費及び一般管理費 3,071 3,339

営業利益 3,020 3,393

営業外収益

受取利息 6 10

受取配当金 71 73

持分法による投資利益 65 52

固定資産賃貸料 74 73

保険配当金 2 4

受取保険金 6 7

その他 35 24

営業外収益合計 262 247

営業外費用

支払利息 0 0

為替差損 29 317

固定資産賃貸費用 44 43

固定資産除却損 5 95

その他 10 32

営業外費用合計 90 489

経常利益 3,192 3,150

特別利益

固定資産売却益 0 148

受取補償金 - 363

その他 - 1

特別利益合計 0 514

税金等調整前四半期純利益 3,193 3,664

法人税、住民税及び事業税 1,023 1,213

法人税等調整額 155 12

法人税等合計 1,178 1,225

四半期純利益 2,014 2,439

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,989 2,400

非支配株主に帰属する四半期純利益 25 38

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △162 93

為替換算調整勘定 0 9

退職給付に係る調整額 △8 △9

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 △170 93

四半期包括利益 1,843 2,532

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,820 2,493

非支配株主に係る四半期包括利益 23 38
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,193 3,664

減価償却費 489 499

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △6

その他の引当金の増減額（△は減少） △304 △13

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7 △18

受取利息及び受取配当金 △78 △83

支払利息 0 0

為替差損益（△は益） 30 267

持分法による投資損益（△は益） △65 △52

受取補償金 - △363

その他の営業外損益（△は益） △82 35

有形固定資産除売却損益（△は益） 0 △53

売上債権の増減額（△は増加） 6,712 2,929

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △1,938 △2,213

仕入債務の増減額（△は減少） △2,269 △365

未払消費税等の増減額（△は減少） 240 △1,180

その他 33 63

小計 5,967 3,110

利息及び配当金の受取額 84 90

利息の支払額 △0 △0

補償金の受取額 - 363

法人税等の支払額 △1,339 △1,025

その他 332 △44

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,044 2,493

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,986 △1,807

定期預金の払戻による収入 2,511 2,832

有価証券の取得による支出 △500 -

有価証券の売却及び償還による収入 1,000 200

有形固定資産の取得による支出 △593 △1,170

有形固定資産の売却による収入 0 148

無形固定資産の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の取得による支出 △0 △2

貸付けによる支出 △0 △0

貸付金の回収による収入 1 3

その他 49 △33

投資活動によるキャッシュ・フロー △518 168
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 124 70

短期借入金の返済による支出 △121 △121

長期借入金の返済による支出 △116 △131

自己株式の取得による支出 △5 △1,001

自己株式の売却による収入 66 83

リース債務の返済による支出 △72 △77

配当金の支払額 △777 △972

非支配株主への配当金の支払額 △5 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △909 △2,154

現金及び現金同等物に係る換算差額 △26 △211

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,589 295

現金及び現金同等物の期首残高 9,206 14,009

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,796 14,304
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成28年５月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式920,000株の取得を行いました。この自己

株式の取得等により、当第２四半期連結累計期間において自己株式が918百万円増加し、当第２四半期連結会計

期間末において自己株式が2,647百万円となっております。なお、当該決議に基づく自己株式の取得につきまし

ては、平成28年７月15日をもって終了しております。
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（セグメント情報等）

前第２四半期
連結累計期間

(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

比較増減
(△は減少)

セグメントの名称
金額

(百万円)
構成比率

(％)
金額

(百万円)
構成比率
(％)

金額
(百万円)

受
注
高

建設工事部門 12,445 31.8 11,448 29.6 △997

補修工事部門 26,642 68.2 27,233 70.4 590

合計 39,088 100.0 38,682 100.0 △406

売
上
高

建設工事部門 13,316 33.1 10,431 28.0 △2,884

補修工事部門 26,973 66.9 26,827 72.0 △146

合計 40,289 100.0 37,259 100.0 △3,030

受
注
残
高

建設工事部門 21,877 48.9 20,273 47.1 △1,604

補修工事部門 22,834 51.1 22,779 52.9 △55

合計 44,712 100.0 43,053 100.0 △1,659

(注) １．建設工事部門は、火力、原子力発電設備や製鉄関係、環境保全、化学プラント等の設備据え付け

や改造工事等と、これらの設備に付帯する電気計装工事、保温、塗装工事他の施工、および各種

プラント設備の解体、廃止措置等の事業。

２．補修工事部門は、同上の各種プラント設備の定期点検、日常保守、修繕維持等の事業。

（重要な後発事象）

当社は、平成28年11月11日開催の取締役会において、今後の事業展開に必要な資金の確保を目的とした私募債の発

行を決議いたしました。当該私募債の発行総額は20億円以内、平成28年11月以降に発行を予定しており、資金の使途

は設備投資および運転資金です。
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